
あさぎり町

議会だより
～“まち”の動きがよく分かる！～
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あさぎり町議会だよりは
ホームページでもご覧頂けます。
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「魅
力ある

「魅
力ある

就業・産業就業・産業の構築」
の構築」

「魅
力ある

「魅
力ある

生活基盤生活基盤の構築」
の構築」

「魅
力ある

「魅
力ある

就業・産業就業・産業の構築」
の構築」

「魅
力ある

「魅
力ある

生活基盤生活基盤の構築」
の構築」

・�舗装の経年劣化に対応、全面的に駐車場舗装
の打換えを行い安全性・快適性を向上させる

・�私有林の植林した苗木の単木保護（ツリーシェ
ルター）導入を支援、獣害対策を図る

・路面表示や段差を解消し安全走行を目指す
・�人吉球磨地域のサイクルルートと連携し町内
周遊コースの整備を進める

・年間返還額　補助率 2／ 3（上限 20万円）
・�町内に住所を要し、人吉球磨管内に就労等を
している

・補助期間　令和８年度〜 10年度
・承認申請時年齢 30歳以下

4,950 万円

407 万円
1,400 万円

600 万円あさぎり町役場
本庁舎駐車場等整備事業

植林獣害対策事業補助金

自転車道整備事業（免田川南線）

奨学金返還若者就労支援事業補助金

当 初 予 算
主な事業

119119 億億
2,252,2511 万万88 千円千円

歳入・歳出
令和8年度
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「魅
力あ

る
「魅

力あ
る健康・福祉健康・福祉の構築」

の構築」

「魅
力ある

「魅
力ある

教育・文化教育・文化の構築」
の構築」

「魅
力ある

「魅
力ある

生活基盤生活基盤の構築」
の構築」

「魅
力ある

「魅
力ある

健康・福祉健康・福祉の構築」
の構築」

・高齢化が進んでも健幸で暮らせるまちづくり
※�健幸とは身体の健康と生きがいを感じ安心安
全で豊かな生活を送ること

・医療費・介護給付費の抑制につなげる

・�子育て世帯への経済的負担の軽減と児童生徒
の健全な育成を図り、定住促進並びに子育て
しやすい町づくりに寄与する

・小学校３万円／人、中学校５万円／人

・�利用者の多い LINE上で電子申請や避難所受
付を行う機能を持った「スマホ市役所」サー
ビスを導入

「行政手続のさらなる電子化と住民の利便性向上を図る」

�・�保育士等が働きやすい環境を整備することで
保育人材の確保を目指す

4,123 万円

935 万円

359 万円

678 万円

健幸運動教室および
デジタル健幸ポイント事業

あさぎり町入学祝金事業

デジタル推進事業
「スマホ市役所」サービス導入

保育所等における ICT 化推進事業
（保育対策総合支援事業費補助金）

当 初 予 算
主な事業

令和8年度
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総
務
課　

■問　
防
災
士
資
格
取
得
の
講
習
会
対
象
者
の
年

齢
制
限
や
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
資
格
取
得
に
つ

い
て
予
算
計
上
の
考
え
は
な
い
の
か
。

■答　
防
災
士
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
会
負
担

金
に
つ
い
て
は
、
特
に
年
齢
等
の
制
限
は
設
け
て

い
な
い
。
非
常
時
の
通
信
手
段
と
し
て
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
も
含
め
て
様
々
な
ツ
ー
ル
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■問　
防
犯
灯
の
状
況
と
通
学
路
に
設
置
す
る
防

犯
灯
は
ど
の
く
ら
い
予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

■答　
防
犯
灯
は
２
，
０
３
０
基
。
修
繕
料
は
前

年
度
の
４
９
３
万
２
，
０
０
０
円
か
ら
６
０
０
万

円
に
増
額
し
て
い
る
。
防
犯
灯
の
新
設
箇
所
と
し

て
、通
学
路
を
優
先
的
に
５
個
所
を
予
定
し
て
い
る
。

　

企
画
政
策
課　

■問　
く
ま
川
鉄
道
全
線
開
通
に
あ
わ
せ
、
軌
道

敷
地
の
除
草
作
業
及
び
記
念
行
事
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
。

■答　
線
路
の
維
持
管
理
は
、
く
ま
川
鉄
道
管
理

機
構
が
業
者
に
委
託
し
て
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
1
月
30
日
に
「
く
ま
川

鉄
道
全
線
運
航
再
開
関
連
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
」
が
設
立
さ
れ
た
の
で
、
組
織
さ
れ
た
担
当
者

会
で
検
討
さ
れ
て
い
く
。

■問　
地
域
脱
炭
素
推
進
補
助
金
で
、
電
力
売
上

げ
の
１
％
を
事
業
所
が
本
町
に
寄
附
し
、
再
エ
ネ

推
進
基
金
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
。

■答　
脱
炭
素
事
業
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和

９
年
度
ま
で
の
５
か
年
間
で
計
画
を
さ
れ
て
き
た

も
の
。
協
定
に
は
、
事
業
に
係
る
売
上
げ
の
１
％

を
寄
附
す
る
と
い
う
条
項
が
あ
る
が
、
今
年
度
が

終
わ
っ
た
段
階
で
事
業
費
が
確
定
す
る
の
で
基
金

に
す
る
の
か
検
討
し
、
売
上
高
の
１
％
寄
附
と
い

う
こ
と
は
確
実
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

■問　
あ
さ
ぎ
り
商
社
へ
委
託
を
す
る
バ
イ
オ
炭

に
つ
い
て
の
現
状
は
。

■答　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
竹
林
再
生
協
議
会

が
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
現
時
点
で
は
効
果
や
土

壌
分
析
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
進
ん
で
い
な
い
。

農
業
試
験
場
で
バ
イ
オ
炭
を
活
用
し
た
薬
草
栽
培

を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
、
収
穫
後
の
効
果
を
検

討
し
た
い
。

■問　
特
定
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
に
、
機
械
を

新
規
で
導
入
し
、
隙
間
時
間
に
効
率
的
に
除
草
作

業
を
行
え
る
よ
う
支
援
で
き
な
い
か
。

■答　
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
大
型
の
も
の
は
難
し
い

が
、
刈
り
払
い
機
な
ど
10
万
円
を
切
る
よ
う
な
備

品
で
あ
れ
ば
、
支
援
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　

財
政
課　

■問　
山
林
売
却
を
す
る
場
合
、
里
道
な
ど
の
道

路
が
入
っ
て
お
り
図
面
上
に
残
っ
て
る
が
、
そ
の

取
り
扱
い
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

■答　
里
道
等
、
法
定
外
公
共
物
と
し
て
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
町
に
移
管
を
さ
れ
て
い
る
。
一
般
の
方

が
譲
渡
を
希
望
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
周
辺
の
方

の
利
用
が
さ
れ
な
い
と
い
う
確
認
が
取
れ
た
場

9 月 20 日全線開通のくま川鉄道

あさぎり町議会だより　No.86　（4）

令和８年度当初予算への質疑〈抜粋〉



合
、
有
償
に
て
希
望
さ
れ
る
方
に
譲
渡
す
る
手
続

に
な
る
。

　

農
林
振
興
課
・
農
業
委
員
会　

■問　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
ス
マ
ー
ト
農
業
加
算
で
国
の
予
算
が

増
額
さ
れ
た
が
、
そ
の
事
業
内
容
は
。

■答　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
算
に
お
い
て
は
、
ラ
ジ

コ
ン
の
自
走
す
る
草
刈
り
機
を
利
用
し
た
除
草
対

策
、
高
土
手
な
ど
危
険
箇
所
に
対
し
て
の
防
草

シ
ー
ト
の
設
置
。
ス
マ
ー
ト
農
業
加
算
に
つ
い
て

は
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
防
除
、
I
C
T
捕

獲
器
を
活
用
し
た
有
害
鳥
獣
対
策
に
も
取
り
組
む
。

■問　
球
磨
川
漁
協
稚
魚
放
流
事
業
で
、
ヤ
マ
メ

３
万
６
，
０
０
０
匹
は
、
ど
こ
に
放
流
を
し
て
い

る
の
か
。

■答　
上
地
区
３
河
川
、
岡
原
地
区
１
河
川
、
須

恵
地
区
２
河
川
に
放
流
を
実
施
し
て
い
る
。

　

商
工
観
光
課　

■問　
販
路
拡
大
事
業
補
助
金
が
増
額
さ
れ

１
千
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
使
途

は
。

■答　
商
品
開
発
等
の
業
務
を
担
当
す
る
人
件
費

４
０
０
万
円
、
デ
ザ
イ
ン
・
表
示
ラ
ベ
ル
等
の
専

門
分
野
の
人
件
費
１
０
０
万
円
、
P
R
費
等
を

含
め
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
費
３
５
０
万
円
。

都
市
部
で
の
販
売
会
及
び
チ
ラ
シ
等
の
製
作
費
・

旅
費
４
５
０
万
円
、
企
業
と
バ
イ
ヤ
ー
等
へ
の
販

売
促
進
に
２
３
０
万
円
。

■問　
商
工
振
興
補
助
金
要
綱
で
、
普
通
車
両
購

入
費
が
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。ま
た
、

補
助
金
の
対
象
が
１
回
限
り
と
さ
れ
た
理
由
は
。

■答　
農
業
振
興
補
助
金
に
お
い
て
も
軽
ト
ラ
ッ

ク
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
商
工
業
事
業

者
に
つ
い
て
も
同
様
の
取
扱
い
と
し
た
。
例
え
ば

補
助
金
上
限
額
の
50
万
を
10
万
に
分
け
て
５
年
間

使
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
た
め
、
回
数
の
制
限

を
設
け
た
。

■問　
あ
さ
ぎ
り
商
社
は
、
豆
乳
、
み
そ
な
ど
を

独
自
で
作
っ
て
い
た
が
、
今
後
の
運
営
に
お
い
て 

商
社
独
自
の
特
産
物
も
開
発
し
て
い
く
の
か
。

■答　
商
社
で
扱
っ
て
い
る
加
工
品
に
つ
い
て
は 

原
価
計
算
を
し
て
み
る
と
作
れ
ば
作
る
ほ
ど
赤
字

と
い
う
状
況
で
、
新
た
な
加
工
品
を
作
る
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
設
備
投
資
が
必
要

に
な
る
。
商
品
開
発
に
お
い
て
は
、
町
内
の
事
業

所
を
支
援
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
含
め
、
今
後
検

討
し
な
が
ら
販
路
拡
大
事
業
で
進
め
て
い
き
た
い
。

　

建
設
課　

■問　
住
宅
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ
ク
形
成
事
業
補

助
金
で
、
耐
震
の
診
断
を
県
の
建
築
士
協
会
に
委

託
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

■答　
個
人
で
契
約
を
す
る
事
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
町
が
関
与
し
て
建
築
士
協
会
と
の
間
に
入
り

一
括
委
託
し
、
派
遣
を
お
願
い
し
て
い
る
。

■問　
令
和
8
年
も
防
草
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
計
画

さ
れ
て
い
る
の
か
。

■答　
堂
ノ
下
・
堀
之
角
線
、
免
田
百
太
郎
線
と

別
府
線
の
３
路
線
を
防
草
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
免
田

川
南
線
の
１
路
線
を
防
草
シ
ー
ト
で
計
画
し
て
い

る
。
道
路
改
良
事
業
工
事
は
、
黒
田
古
町
線
を
防

草
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
岡
原
免
田
線
を
防
草
シ
ー

ト
で
法
面
の
一
部
防
草
工
を
計
画
し
て
い
る
。

防草コンクリート
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上
下
水
道
課　

■問　
水
道
が
ど
こ
で
漏
水
し
て
い
る
か
分
か
ら

ず
、
宅
地
内
の
配
管
を
全
部
掘
ら
な
け
れ
ば
修
理

で
き
な
い
状
況
の
対
応
は
。

■答　
漏
水
箇
所
の
確
定
に
つ
い
て
は
、
少
量
で

あ
れ
ば
業
者
で
も
発
見
が
難
し
い
。
一
番
安
価
な

配
管
修
理
な
ど
を
町
の
水
道
組
合
に
相
談
し
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
負
担
が
少
な
い
形
で
対
応
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

　

町
民
課　

■問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率
は
。

■答　
２
月
末
時
点
で
84
・
３
％　

全
国
平
均

81
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

■問　
焼
却
場
の
建
設
計
画
が
、
広
域
行
政
組
合

の
中
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設

に
し
な
い
と
建
設
費
、
維
持
管
理
費
も
莫
大
な
金

額
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
燃
や
す
も

の
を
少
な
く
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
広
域
行

政
組
合
の
中
で
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
減
少
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

■答　
現
在
、
１
日
60
ト
ン
の
焼
却
規
模
。
ご
み

分
別
の
種
類
を
増
や
す
な
ど
の
工
夫
を
し
て
市
町

村
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
施
設
に
な
る
よ
う

検
討
を
進
め
る
。

■問　
資
源
有
価
物
の
地
区
還
元
交
付
金
は
、
現

在
1
㎏
あ
た
り
５
円
と
な
っ
て
い
る
。
資
源
物
が

高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要
綱
に
定
め
ら
れ
て

い
る
７
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■答　
庁
内
で
協
議
し
た
い
。

　

生
活
福
祉
課　

■問　
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
公
立

多
良
木
病
院
ま
で
の
、
移
動
支
援
の
状
況
は
。

■答　
１
月
５
日
か
ら
実
施
し
て
、
現
在
ま
で
に

４
件
。
利
用
時
間
帯
が
１
便
と
決
ま
っ
て
い
る
の

で
利
用
増
に
向
け
て
改
善
し
て
い
く
。

■問　
こ
ど
も
医
療
給
付
金
が
、
昨
年
と
比
べ
て
、

減
額
予
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
因
は
。

■答　
年
々
少
子
化
と
な
り
、
対
象
児
童
数
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

■問　
災
害
時
避
難
要
援
護
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は 

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
連
絡

が
入
る
の
か
。

■答　
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
方
を
載
せ
て
い

る
名
簿
で
、
区
長
・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
消

防
団
な
ど
の
関
係
機
関
に
配
布
し
、
活
用
し
て
い

る
。

　

健
康
推
進
課　

■問　
健
幸
運
動
教
室
は
多
額
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
新
た
な
取
り
組
み
と
こ
れ
ま
で
の

効
果
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

■答　
新
規
事
業
と
し
て
、
熊
本
大
学
と
連
携
し

医
療
費
の
分
析
等
を
行
う
。
長
く
続
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
医
療
費
等
の
削
減
に
効
果
が
あ
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

筋トレ
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教
育
課　

■問　
伝
統
芸
能
の
な
り
手
不
足
を
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

■答　
地
元
の
方
に
伝
統
芸
能
の
重
要
さ
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
継
承
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

■問　
教
育
課
所
管
の
運
動
場
の
除
草
は
十
分
に

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
新
年
度
の
対
応
は
。

■答　
施
設
の
維
持
管
理
は
、
業
務
委
託
費
を
増

額
し
対
応
す
る
。

■問　
才
園
古
墳
と
本
目
遺
跡
の
周
辺
整
備
並
び

に
旧
免
田
町
時
代
の
伝
統
神
輿
の
活
用
を
。

■答　
才
園
古
墳
は
３
D
映
像
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
ら
れ
る
よ
う
し
た
い
。
整
備
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
な
い
が
、
岡
留
公
園
と
あ
わ
せ
観
光
資

源
と
し
て
生
か
せ
な
い
か
考
え
て
い
き
た
い
。

神
輿
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
白
髪
神
社
・

霧
島
神
社
で
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
推
奨
し
て
い

き
た
い
。
本
目
遺
跡
の
看
板
は
、
免
田
式
土
器
の

形
を
残
し
た
ま
ま
張
替
え
で
対
応
し
た
い
。

■問　
教
育
委
員
会
の
特
別
支
援
教
育
支
援
委
員

の
配
置
は
、
十
分
に
満
た
さ
れ
て
い
る
の
か
。

■答　
小
学
校
に
14
名
、
中
学
校
に
5
名
。
近
隣

の
自
治
体
と
比
べ
る
と
、
そ
れ
な
り
に
い
い
状
況

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

税
務
課　

■問　
こ
ど
も
子
育
て
支
援
納
付
金
に
つ
い
て
の

周
知
は
。

■答　
4
月
以
降
の
広
報
紙
で
詳
し
く
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

須恵小１５０年式典で披露された棒踊り

■問　
学
校
現
場
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
使
わ
れ
始
め

て
か
ら
、
漢
字
を
書
く
力
や
計
算
力
が
下
が
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

を
見
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

■答　
児
童
生
徒
に
教
科
書
を
使
う
場
面
を
ぜ
ひ

授
業
に
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
と
繰
り
返
し
指

導
・
助
言
を
し
て
き
た
。
継
続
的
に
取
り
組
み
が

広
が
り
学
力
が
向
上
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
期
待
し

て
い
る
。

本
目
遺
跡

才
園
古
墳

（7）　令和 8 年　５月発行
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町長選挙と議会議員選挙を町長選挙と議会議員選挙を
同時に行うことの要望書について同時に行うことの要望書について

　令和 7 年８月に提出された「町長選挙と議会議員選挙を同時に行うことへの要望書」は、令和
7 年度 9 月定例会において、  地方自治の未来を創る調査特別委員会へ付託され、委員会で協議を
重ね、委員会としての審査報告を 3 月定例会で行いました。審査結果、理由、議員の意見等を掲
載します。

1　審査の結果　「継続審査」

2　継続審査とした理由
　同時選挙において、客観的なメリット・デメリットがあるのは当然である。選挙費用につ

いて、金額は不明だが 2回よりは 1回のほうが安価で済むのは明らかである。2回選挙に行く

住民にとって、1回で済むなら負担は軽減できる。

　しかし、投票率がUPするかの数的根拠は不明である。また要望書提出時に添付された2,000

人以上の署名の方以外の方が、4 年間の任期を付託したにも関わらず、1 年短縮して同時選

挙を望んでいるかも不明である。町長においても、不慮の事故、不祥事などで辞職した場合

は、また日程がずれる可能性がある。また、町長選挙の陰に隠れ、議員個人を選ぶ選挙では

なく、ある町長候補の応援議員とみられることもあることなども考えられる。何より、昨今

の議員のなり手不足の中で、何の手立てもないなか、前回同様無投票になる可能性は否めな

い。まずは報酬改定や議員定数などを検討し、なり手不足解消を進めるべきとも考える。

　全国議長会では、統一地方選挙で議員選挙を行っている自治体が、約 3割程度という点に

着目し、議員の任期を一時的に延ばす等、同時選挙にすることを目標に掲げている。

　また、なり手不足解消の手段として、厚生年金適用も視野に入れ、将来への不安解消やサ

ラリーマンから議員へ立候補しやすい環境作りも進められる予定である。

　要望書提出者の意思は十分理解できるものの、本委員に付託され検

討を重ねた結果、「自主解散」という重い決断は、現段階で委員会で

の判断は困難であり、本会議場で 14 人中、12 人の賛成が必要となる

案件について、議員それぞれが 1つの判断を下すには、まだまだ調査・

検討が必要と考えるため「継続審査」とした。

あさぎり町議会だより　No.86　（8）
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3　議員の意見
●町民の代弁者として、二元代表の選任は別々に
信任を問うべき。

●議員のなり手不足が最重要課題であり、その解
決に向けても志を抱く議員が安定的な活動が出来
る環境となるために、法で定められた 1 期 4 年
と議員報酬は保障されるべき。

●議会費や選挙費は、議会が自治法上の「必置機
関」であることから、交付税措置されており、各
町村の自主財源の負担は軽減化されている。

●同時選挙のメリットは理解しているが、デメリ
ットとして有権者には町長選挙の方に関心が向
き、議員選挙はその陰に隠れてしまい議員の考え
が町長候補の考えに同じか違うか、または有権者
が自分の推す町長候補と同じ議員候補に投票をす
る様な事が考えられ、議員選挙自体がぼやけるこ
とが危惧される。
　また、自治体の首長の健康問題や不祥事などで
辞職があった場合、その都度議会も解散を余儀な
くされることは、町政の運営上、大変なマイナス
となる。

●数百万円の費用削減を理由とする事に、大きな
意味があるとは思えない。自主解散の大義とは、と
うてい言えるものではない。

●地方自治法を遵守して政治を行わないと、安定
した政治が行えない。諸条件で町長の任期が変更
になった場合、また議会も自主解散を行うのか。
不安定な政治体制では、自治体の発展は望めない。

● 4 年間の任期をしっかり全うしたいという思
いがある。しかし、町民の声も真摯に受けとめる
必要もある。議会の役割について、町民にしっか
りとお知らせして、行政、まちづくりの在り方に
ついて伝えていくべき。

●町長選に落選した候補が町議選に出馬した場
合、町長との対立構造が生じ、感情的対立や足の
引っ張り合いにより町政に支障を来す恐れがあ
る。同時選挙により、政策の方向性を共存しやす
くなり、建設的な議論が可能となる。

●合併時に議員と町長の同日選挙をする自治体
も存在する。合併時は、旧 5 町村での諸問題が
あり、特例の 2 年を、1 年 1 か月にした経緯が
あるが、経費の削減、投票率の向上及び有権者
の負担軽減になる。合併から 22 年経過してい
るので、原点に戻って同日で行うことが良い。

●合併から 20 年以上かけて議論があったにもか
かわらず、何一つ進んでない状況をどこかの時点
で解決すべき。住民の代弁者としての存在意義を
議員自らが拒否してきたと揶揄されても仕方のな
い状況である。人口減少や産業の衰退が深刻化し
ている現在、何も行動を起さない事は、町の衰退
を座して眺めている事と同様である。

●経費削減の意図、町民の利便性についての見解
は理解出来る。議員として、町民から選ばれた任
期を果たす責任は重い。政策の方向性を求められ
ていることは、各々の町民の思いは様々であって
しかるべき。

●要望者からは、議員選挙で初めて無投票となり 
議員のなり手不足という危機感は十分理解出来
る。同時選挙は、議員にとってハードルがすごく
高い。町政で大きな問題が生じていれば町民の間
でも大きな感心事として注目されると思うが、現
在のところそういう熱量は感じられない。議員に
そこまで決断を出来うる材料となりえるのか。社
会情勢はその時々で常に変化していくので、いろ
んな動向を静観したい。

（9）　令和 8 年　５月発行



第７回会議（１月 15 日開催） 全議案
全会一致で
可 決令和７年度一般会計補正予算 ( 第７号 )

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ 5億 1,362 万 2千円を追加し、歳入歳出予算の
総額を歳入歳出それぞれ 140億 4,550 万 8千円とする。

歳入　主なもの

・地方交付税　1億 5,327 万 5千円

・地方創生臨時交付金　2億 4,856 万 9千円

・物価高対応子育て応援手当支給補助金　4,111 万 3千円

・道路橋りょう費補助金　2,812 万 7千円

・道路橋りょう債 1,900 万円

歳出　主なもの

・生活応援給付金　２億 9,750 万円　

　(令和8年2月1日現在の住基登録者１人あたり２万円と、75歳以上にはさらに5千円上乗せ )

・物価高対応子育て応援手当　3,944 万円　( 対象児童１人当たり２万を 1,972 人分 )

・農業用機械等高騰対策支援金　2,655 万円　(2 分の 1の補助で上限は 15万円まで )

・畜産業飼料高騰対策支援金　1,604万5千円　(飼料高騰額の15%以内で上限20万円まで)

・道路維持費　3,521 万 8千円　(舗装 2路線・法面 1路線・自転車道 1路線 )

・�水道料金　1,218 万 2千円 ( 物価高騰支援として、水道使用料の基本料金を令和 8年 2〜
3月分減免 )　※当初予算で、４月分も減免し、３ヶ月間行う。

繰越明許費　（事由により議会の議決を経て事業等を翌年度行うもの）

・物価高騰対応生活者支援 LPガス補助事業　1,450 万円（１世帯あたり 3,000 円）

・生活応援給付金給付事業　3億 590万 4千円

・農業用機械高騰等対策支援事業　2,655 万円

・道路維持補修事業　3,021 万 8千円

・公共土木施設災害復旧事業　5,312 万円

・２万円は、1,000 円券の 20 枚綴り。
・５千円は、1,000 円券の 5 枚綴り。

有効期限：5 月 1 日〜 8 月 31 日
令和 8 年必ず有効期間内

に

＼使用し
てください／
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第８回会議（３月 9 日 〜19 日開催）

問　�議案第７４号の下水道会計において減債基金への財源対応は、平準化債発行のメリット
はあるのか。 

答　今後、経営戦略や財政課と方針を協議を図りながら進めたい。

▶議案第 54号　あさぎり町過疎地域持続的発展計画について
▶議案第 55号　�あさぎり町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制

定について
・�こども誰でも通園制度で、0歳 6か月から満 3歳未満で保育園に通っていない子供を育てて
いる家庭が、一定期間での利用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位で柔軟に利用できる。

▶議案第 56号～議案第６０号
　�あさぎり町消防団・一般職員の給与や旅費等・介護保険条例の一部を改正する条例制定について
▶議案第 61号　あさぎり町火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について
・�林野火災注意報・林野火災警報が発令された場合は、火入れ責任者は速やかに消火しなけれ
ばならない。

▶議案第 63号～議案第 68号　特別会計補正予算を審議決定
▶発議第   2 号　あさぎり町議会の議員の費用弁償に関する条例の一部改正
▶議案第 69号　令和８年度一般会計補正予算
▶議案第 70号～議案第 76号　
　�令和８年度国保・後期高齢・介護・水道・下水道・障害認定・介護認定の特別会計予算を
審議決定

令和 7 年度 第８回会議 表決一覧表（反対者のみ×印記載）
議 席 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 採 決 結 果

氏名

議案

小

松

加

藤

小

谷

岩

本

難

波

加
賀
山

橋

本

森

岡

豊

永

山

口

皆

越

溝

口

永

井

小
見
田

議案第 55 号 ✕ ー 原案可決
議案第 74 号 ✕ ー ー 原案可決

※採決に加わらない議長及び欠席は「ー」と表記。

令和７年度一般会計補正予算 ( 第 9 号 )
問　予防接種事業の中のおたふく風邪の助成金が減額された理由は何か。 
答　予防接種法の定めではないが、各幼児の健診等において周知を図る。

問　�老朽化危険空き家除却促進事業が全額削減されている。地域住民への周知や、町民に寄
り添った事業に取り組んでもらいたい。

答　�補助事業との関連もあり、申請・着工等を確認しながら丁寧な説明と共に、速やかな対
応に努める。

令和７年度一般会計補正予算 ( 第９号 )
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ 832 万 3 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ 140 億 6135 万 1 千円とする。

審議内容の抜粋審議内容の抜粋

（11）　令和 8 年　５月発行



　
　

町
に
は
大
会
参
加

奨
励
交
付
金
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年

の
物
価
高
騰
等
に
よ
り
交
通

費
や
宿
泊
費
が
上
昇
し
、
経

済
的
負
担
が
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
遠

方
の
大
会
や
、
小
中
学
生
が

出
場
す
る
場
合
に
保
護
者
同

行
等
費
用
も
家
庭
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
。
挑
戦
す
る
子

ど
も
達
を
地
域
で
支
え
る
事

は
将
来
の
人
材
育
成
や
地
域

の
活
力
に
も
つ
な
が
る
大
切

な
取
り
組
み
で
も
あ
る
。
町

の
今
後
の
支
援
の
考
え
は
。

  

町　

長  

　

近
年
の
物
価
高
騰
等
を
踏

ま
え
開
催
地
ご
と
の
設
定
も

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
部

活
動
の
地
域
移
行
に
併
せ
近

隣
町
村
の
状
況
を
確
認
し
分

析
し
て
い
き
た
い
。

　
　

大
会
参
加
お
祝
い

の
横
断
幕
に
つ
い
て

は
以
前
か
ら
設
置
場
所
や
駅

前
広
場
へ
の
電
光
掲
示
板
の

提
案
が
あ
る
が
。

  
町　

長  
　

今
の
設
置
場
所
が
目
立
た

な
い
事
は
十
分
わ
か
っ
て
い

る
の
で
町
内
部
で
考
え
た
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
本
町
に
お
い
て
子

育
て
・
高
齢
者
支
援
な
ど

の
住
民
の
生
活
を
支
え
る

重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い

  

商
工
観
光
課
長  

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
絡
め
た

推
奨
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
町
民
に

向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信

の
仕
方
や
コ
ン
テ
ス
ト
的
な

も
の
も
含
め
て
、
ま
ず
は

知
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み

は
必
要
。
あ
さ
ぎ
り
商
社
を

中
心
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

る
。
寄
附
額
は
令
和
４
年

度
４
億
円
が
７
年
度
１
億

円
に
減
収
し
て
い
る
、
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

  

町　

長  

　

馬
刺
し
終
了
の
影
響
が
大

き
い
、
新
た
な
返
礼
品
の
開

発
等
に
つ
い
て
担
当
課
を
中

心
に
巻
き
返
し
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
　

参
加
型
の
返
礼
品

と
し
て
、
町
が
力
を

入
れ
て
い
る
「
あ
さ
ぎ
り
ク

エ
ス
ト
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

人
気
投
票
や
物
販
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
活
用
。
非
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
く
ま
そ

大
王
」
や
「
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ

ち
ゃ
ん
」
と
の
コ
ラ
ボ
や
住

民
対
象
の
推
奨
商
品
を
使
っ

て
の
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
、
マ

ル
シ
ェ
や
南
稜
高
校
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
な
ど
ど
う
か
。

スポーツ・文化活動大会参加補助の
拡充を

加
か が や ま

賀山　瑞
み つ こ

津子 議員

問

問問

問
人材育成に繋がる大会への参加

沢山の参加があった祭り

そ
の
他
の
質
問

•	�

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を
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少
子
化
対
策
に
つ

い
て
の
、
現
状
と
課

題
を
問
う
。

  

町　

長  
  

全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
が
、
人
口
減
少
に
頭
を
抱

え
て
い
る
。

  

健
康
推
進
課
長  

  

不
妊
治
療
、
不
妊
治
療
費

の
助
成
事
業
実
施
要
綱
を
定

め
て
い
る
。

  

生
活
福
祉
課
長  

  

出
生
祝
金
事
業
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
、
児
童
手

当
、
妊
婦
支
援
給
付
金
、
病

児
病
後
児
保
育
事
業
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
、
そ
の
ほ
か

に
も
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

支
援
や
、
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
の
子
育
て
支
援
な
ど
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　

少
子
化
対
策
の
現

状
と
し
て
、
他
町
村

よ
り
も
あ
さ
ぎ
り
町
は 

支

援
を
し
て
い
る
と
思
う
。 

財
政
的
に
は
、
今
後
減
っ
て

い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
町
と

し
て
は
大
丈
夫
な
の
か
。

  

財
政
課
長  

  

必
要
な
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
本
町
の
財
政
状
況

を
示
す
財
政
の
４
指
標
、
い

ず
れ
の
指
標
も
現
在
、
堅
調

に
推
移
し
て
い
る
。
毎
年
度

の
当
初
予
算
で
し
っ
か
り
と

確
保
し
て
い
く
。

　
　

役
場
職
員
や
、
行

政
区
等
を
含
む
町
の

後
継
者
育
成
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

  

町　

長  

　

小
さ
い
と
き
か
ら
の
教
育

に
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
中
心
と
な
る

人
物
を
ど
う
発
掘
、
ど
う
教

育
し
て
い
く
か
と
い
う
も
の

は
、非
常
に
難
し
い
課
題
だ
。

　
小
・
中
学
校
の
入
学

祝
金
、
奨
学
金
返
還

若
者
就
労
支
援
の
就
労
事
業

補
助
金
の
財
源
は
。

  

財
政
課
長  

　

入
学
祝
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
回
は
一
般
財
源
。
奨
学

金
の
若
者
就
労
支
援
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
基
金

や
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
活
用
。

  

町　

長  

　

今
後
、
恒
常
的
に
実
施
し

て
い
く
。

　
　

人
口
減
少
に
対
す

る
町
長
の
考
え
方
は
。

  

町　

長  

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

と
い
う
課
題
は
自
治
体
の
喫

緊
の
課
題
だ
と
捉
え
て
い

る
。
あ
さ
ぎ
り
町
ば
か
り
で

な
く
人
吉
球
磨
地
域
や
熊
本

県
全
体
の
課
題
で
あ
り
、
広

域
連
携
し
な
が
ら
こ
う
い
っ

た
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
き
た
い
。

人口減少に伴う持続可能な
まちづくりは

橋
は し も と

本　誠
まこと

 議員

問

問

問

問

詳しくは
生活福祉課へ

おたずねください。
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石
田
橋
は
、
県
管

理
河
川
免
田
川
の
柳

別
府
区
と
塚
脇
区
を
つ
な

ぐ
、
今
で
は
希
少
と
な
っ
た

木
製
の
吊
橋
で
、
百
太
郎
溝

整
備
時
に
架
設
さ
れ
長
い
歴

史
を
刻
ん
だ
文
化
的
、
教
育

的
な
貴
重
な
土
木
遺
産
で
あ

る
。
こ
の
木
橋
は
免
田
川
と

サ
イ
フ
ォ
ン
で
交
差
し
て
流

れ
る
百
太
郎
溝
管
理
堤
防
道

路
の
一
部
区
間
を
な
す
橋
架

で
あ
り
、
溝
管
理
、
免
田
川

堤
防
や
隣
接
水
田
の
管
理
に

お
い
て
も
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
変
重
要
な
橋
架
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
10
年
近

く
老
朽
化
を
理
由
に
修
繕
も

さ
れ
ず
放
置
さ
れ
通
行
止
め

と
な
っ
て
お
り
、
免
田
川
で

地
域
間
が
分
断
さ
れ
、
不
便

を
強
い
ら
れ
て
い
る
等
の
内

容
で
、
令
和
６
年
４
月
に
柳

別
府
・
塚
脇
区
長
、
百
太
郎

溝
土
地
改
良
区
理
事
長
の
連

名
で
「
石
田
橋
の
架
け
替
え

工
事
着
手
に
関
す
る
陳
情

書
」
が
提
出
さ
れ
、
議
会
で

は
、
当
年
６
月
定
例
会
で 

総
務
建
設
経
済
常
任
委
員
会

へ
付
託
さ
れ
、
９
月
定
例
会

で
趣
旨
採
択
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
後
の
取
組
状
況
と

対
策
を
問
う
。

  

町　

長  

　

地
元
か
ら
の
要
望
書
や

議
会
で
の
趣
旨
採
択
は
承
知

し
て
い
る
。
町
と
し
て
も 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、
か

ん
が
い
遺
産
に
絡
め
た
事
業

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
模
索
し
て

き
た
が
、
方
向
性
が
見
い
だ

せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。 

ま
ず
橋
架
点
検
を
し

て
、
改
修
可
能
な
の
か
確
認

し
た
上
で
協
議
し
た
い
。

  

建
設
課
長  

　

今
の
石
田
橋
の
状
況
は 

木
造
橋
で
腐
食
に
よ
る
損
傷

が
激
し
い
こ
と
か
ら
平
成
29

年
よ
り
通
行
止
め
を
し
て
い

る
。
令
和
元
年
度
に
改
修
工

事
を
検
討
し
た
が
、
工
事
費

が
多
額
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

今
後
の
対
策
を
検
討
す
る
た

め
、
今
年
度
詳
細
点
検
業
務

委
託
を
し
て
い
る
。

上地区石田橋について

豊
と よ な が

永　喜
き い ち

一　 議員

現在の石田橋の状況

　
　

詳
細
点
検
業
務
委

託
の
報
告
が
３
月
下

旬
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の

後
の
取
組
予
定
は
。

  

建
設
課
長  

　

詳
細
点
検
の
結
果
待
ち

で
あ
る
が
、
精
査
を
し
て
報

告
し
た
い
。

問

問
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※
０
歳
児
は
令
和
７
年
４
月
２
日
か

ら
令
和
８
年
２
月
末
日
ま
で

　
　

第
３
次
総
合
計
画

の
人
口
で
は
、
令
和

13
年
度
が
「
１
２
，
４
８
０

人
以
上
」
と
あ
る
が
、
計
画

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
状

況
で
推
移
し
て
い
る
か
。　
　

ま
た
、施
政
方
針
の
中
に「
自

然
増
や
社
会
増
に
繋
が
る
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
い
」

と
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
。

  
企
画
政
策
課
長  

　

令
和
７
年
度
の
住
民
基
本

台
帳
で
は
、
プ
ラ
ス
２
３
８

人
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

自
然
増
に
繋
が
る

対
策
と
し
て
、
同
種

の
質
問
で
回
答
が
な
さ
れ
て

い
る
以
外
で
は
。

  

商
工
観
光
課
長  

　

郡
内
の
協
議
会
や
錦
町
と

連
携
し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
、
新
婚
新
生
活
支
援

補
助
金
も
充
実
し
て
い
る
。

　
　

社
会
増
に
繋
が
る

対
策
は
。

  

商
工
観
光
課
長  

　

移
住
定
住
促
進
奨
励
事
業

補
助
金
を
設
け
て
い
る
。
40

歳
未
満
の
場
合
は
、
補
助
金

額
が
50
万
円
、
40
歳
以
上
の

場
合
は
30
万
円
が
交
付
さ
れ

る
。
こ
の
２
年
間
で
62
人
の

人
口
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
「
国
関
係
へ
の
要
望

事
項
」
及
び
「
お
出

か
け
知
事
室
」
で
の
、
あ
さ

ぎ
り
町
議
会
議
長
と
木
村
県

知
事
と
の
意
見
交
換
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
本
町
で
は
農

林
業
や
現
在
あ
る
事
業
所
の

更
な
る
支
援
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
が
、
今
後
の
大
局
的

な
構
想
は
。

  

町　

長  

　

現
在
、
国
は
国
道
２
１
９

号
線
や
川
辺
川
ダ
ム
工
事
を

県
は
農
林
業
他
人
吉
球
磨
の

振
興
を
、
県
南
中
心
に
進
め

る
考
え
の
よ
う
で
あ
る
。
本

町
も
、
こ
の
こ
と
に
貢
献
出

来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

令
和
８
年
度
も
物

価
高
騰
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
。

  

町　

長  

　

国
の
動
向
を
見
な
が
ら 

地
域
に
合
っ
た
物
価
高
騰
対

策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

　
　

今
後
、
物
価
高
騰

対
策
が
あ
れ
ば
、
障

害
年
金
に
該
当
し
な
い
、
一

般
就
労
も
出
来
て
い
な
い
障

が
い
者
の
方
々
に
、
支
援
は

出
来
な
い
か
。

  

町　

長  

　

生
活
福
祉
課
の
窓
口
で 

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。

そ
の
他
の
質
問

•	�

役
場
と
農
家
の
勉
強
会
や

意
見
交
換
会
は

•	�

物
価
高
騰
対
策
の
自
己
評

価
は

人口減少対策、物価高騰対策に
ついて

加
か と う

藤　弘
ひろし

 議員

問

問問問

問

問
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１
１
９
億
円
と
い

う
予
算
規
模
を
含

め
、
今
回
の
予
算
案
に
つ
い

て
町
長
と
し
て
の
評
価
・
想

い
は
。

  

町　

長  
　

近
年
の
大
型
事
業
が
一
区

切
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、
令

和
７
年
度
と
の
比
較
で
は
約

10
億
円
の
減
と
な
っ
た
が 

そ
の
中
に
あ
っ
て
も
入
学
祝

金
事
業
な
ど
の
子
育
て
支
援

や
、
防
災
・
減
災
対
策
と
し

て
の
伊
賀
川
や
鍋
塚
放
水
路

の
継
続
事
業
。
避
難
所
の
環

境
改
善
と
し
て
の
空
調
設
備

に
向
け
た
設
計
や
Ｄ
Ｘ
推
進

と
し
て
の
ス
マ
ホ
市
役
所
な

ど
、
重
点
分
野
に
つ
い
て
は

積
極
財
政
と
し
て
お
り
、
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
予
算
編

成
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

　
　

新
た
に
取
り
組
ま

れ
る
奨
学
金
返
還
若

者
就
労
支
援
事
業
の
目
指
す

も
の
は
。

  

商
工
観
光
課
長  

  

町
内
に
住
所
を
有
し
、
人

吉
球
磨
地
域
等
の
企
業
に
雇

用
さ
れ
、
ま
た
は
起
業
し
て

い
る
者
に
対
し
て
、
返
還
中

奨
学
金
の
３
分
の
２
を
補
助

す
る
こ
と
に
よ
り
若
者
の
町

内
へ
の
移
住
定
住
の
促
進
を

図
り
、
本
町
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
担
い
手
不
足
の
解
消

や
持
続
可
能
な
地
域
経
済
活

動
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

　
　

避
難
所
と
し
て
の

体
育
施
設
の
環
境
整

備
の
具
体
的
な
事
業
計
画

は
。

  

教
育
課
長  

  

令
和
８
年
度
の
当
初
予
算

で
は
、
上
の
武
道
館
、
免
田

の
体
育
館
、
深
田
の
体
育
館

の
空
調
設
置
を
計
画
し
て
い

る
。

　
　

新
年
度
か
ら
一
部

ス
タ
ー
ト
す
る
中
学

校
部
活
動
の
地
域
展
開
で

は
、「
学
校
部
活
動
が
担
っ

て
き
た
教
育
的
意
義
を
継
承

発
展
さ
せ
た
活
動
」
と
な
っ

て
い
る
点
や
、
家
庭
環
境
の

違
い
な
ど
か
ら
生
じ
る
体
験

格
差
に
対
す
る
対
応
な
ど 

現
時
点
で
の
受
け
入
れ
態
勢

整
備
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
か

な
り
高
い
と
感
じ
る
が
。

  

教
育
長  

  

部
活
動
の
持
っ
て
い
る
意

義
を
ど
う
繋
い
で
い
く
か
が

一
番
難
し
い
と
こ
ろ
と
思
っ

て
い
る
。
体
験
の
機
会
が
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
も
含
め
、
ど
の
よ
う

に
放
課
後
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
で
き
る
か
や
、
部
活
動

は
生
徒
指
導
の
面
と
か
異
学

年
や
先
生
た
ち
と
の
交
流
の

場
で
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
う

い
っ
た
点
を
含
め
て
十
分
配

慮
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

令和 8 年度施政方針の
具体的内容と対応について

小
こ た に

谷　節
せ つ お

雄 議員

「あさぎり町入学祝金事業」
が始まります。

問

問

問問
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農
業
就
業
人
口
や

農
家
数
が
減
少
し
て

い
る
中
で
、
農
業
経
営
体
が

今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
町
長

の
考
え
は
。

  

町　

長  

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

農
家
数
の
減
少
な
ど
に
よ
っ

て
、
農
地
の
保
全
が
困
難
な

状
況
に
な
っ
て
お
り
、
法
人

経
営
組
織
の
役
割
が
拡
大
し

て
い
る
。
今
後
も
法
人
化
の

推
進
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

等
を
活
用
し
、
人
材
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

山
麓
地
帯
な
ど
の

耕
作
条
件
が
悪
い
農

地
を
守
っ
て
い
く
た
め
に 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
自
ら

耕
作
す
る
こ
と
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

  

町　

長  

　

今
後
、
山
間
の
農
地
や
耕

作
放
棄
地
に
な
り
そ
う
な
農

地
の
保
全
は
重
要
な
課
題
だ

と
考
え
て
い
て
、
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
、
体
制

や
業
務
内
容
等
に
つ
い
て
検

討
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
数
の

減
少
に
伴
っ
て
、
契
約
金
額

も
８
千
万
円
代
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
今
後
は
町
か
ら
の

運
営
補
助
金
な
ど
も
考
え
な

い
と
、
単
独
で
の
運
営
は
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。

  

高
齢
福
祉
課
長  

　

会
員
数
が
一
番
多
い
時
期

は
、
平
成
25
年
の
２
１
３
名

で
、現
在
は
半
減
し
て
い
る
。

今
の
運
営
状
況
だ
と
赤
字
に

転
落
す
る
こ
と
が
目
に
見
え

て
お
り
、
補
助
金
や
人
員
体

制
な
ど
の
検
討
が
必
要
な
時

期
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。

　
　

施
政
方
針
の
中

で
、「
事
務
事
業
の

選
択
と
集
中
を
徹
底
す
る
」

と
あ
る
が
、
新
し
い
政
策
に

取
り
組
む
一
方
で
、
事
業
効

果
を
見
な
が
ら
事
業
の
廃
止

や
縮
小
を
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
。

  

町　

長  

　

財
政
需
要
に
合
っ
た
事
業

に
見
直
す
こ
と
を
進
め
て
い

る
が
、
町
の
行
政
の
密
着
度

は
国
や
県
と
は
違
う
と
思
わ

れ
る
の
で
、
廃
止
や
縮
小
が

で
き
な
い
部
分
は
あ
る
。
た

だ
し
、
町
で
や
る
べ
き
こ
と

は
き
ち
ん
と
や
る
、
そ
し
て

民
間
に
で
き
る
部
分
は
民
間

で
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は

実
行
し
て
い
き
た
い
。

農業支援センター及びシルバー
人材センターの今後の運営は

小
こ ま つ

松　英
え い い ち

一 議員

シルバー人材センター会員活動

シルバー人材センター農業ヘルパーの様子

問問

問

問

（17）　令和 8 年　５月発行
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永
な が い

井　英
え い じ

治 議員

文化財の保護継承は

　
　

あ
さ
ぎ
り
町
に

は
、
伝
統
芸
能
を
含

め
た
有
形
無
形
の
文
化
財
や

丸
池
の
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
な
ど

の
町
指
定
の
天
然
記
念
物
な

ど
、
多
数
の
文
化
財
が
存
在

す
る
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文

化
財
の
保
護
と
、
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち

の
世
代
の
責
務
と
考
え
る
が
。

   

町　

長  

　

地
域
の
過
疎
化
に
伴
い 

文
化
財
を
保
存
し
継
承
す
る

担
い
手
が
不
足
し
、
文
化
財

が
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
地
域

や
個
人
で
保
存
さ
れ
て
い
る

文
化
財
の
保
護
状
況
を
、
歴

史
文
化
を
連
携
さ
せ
る
地
域

や
町
全
体
で
の
保
存
・
活
用

へ
の
転
換
と
い
う
も
の
を
社

会
全
体
で
支
え
て
い
く
体
制

づ
く
り
と
い
う
も
の
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

　
　

郷
土
芸
能
継
承
に

つ
い
て
の
、
今
後
の

支
援
は
。

  

教
育
課
長  

　

郷
土
芸
能
を
継
続
し
て
い

く
に
は
費
用
面
の
課
題
も
あ

る
の
で
、
あ
さ
ぎ
り
町
伝
統

芸
能
保
存
継
承
費
補
助
金
の

積
極
的
な
活
用
を
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
。
道
具
の
修
理

や
衣
装
の
新
調
で
町
の
補
助

金
で
は
賄
え
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
財
団
助
成
の
活
用

に
つ
い
て
も
紹
介
を
し
て
い

き
た
い
。

農
業
加
算
で
は
、
協
議
会
で

ド
ロ
ー
ン
を
購
入
し
、
農
地

の
防
除
を
実
施
す
る
。
ド

ロ
ー
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
希
望
者
に
５
月

か
ら
購
入
先
で
の
講
習
会
と

認
定
試
験
を
受
け
資
格
を
取

得
し
て
頂
く
計
画
で
あ
る
。

施
政
方
針
の
中
山
間
地
域
農

業
の
施
策
は

　　
　

中
山
間
地
域
へ
の

支
援
策
は
。

  

農
林
振
興
課
長  

　

最
終
的
に
は
、
中
山
間
地

域
直
接
支
払
制
度
推
進
協
議

会
で
事
業
は
決
定
さ
れ
る
事

に
な
る
の
だ
が
、
ま
ず
現
在

の
案
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
加
算
に
つ
い
て
は
、
協
議

会
で
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
を

購
入
し
農
地
な
ど
の
除
草
を

行
い
、
高
土
手
な
ど
の
危
険

箇
所
に
つ
い
て
は
、
優
先
順

位
に
よ
り
防
草
シ
ー
ト
を
施

工
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成
に
つ

い
て
は
、
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
講
師
と
な
っ
た

操
作
研
修
会
を
実
施
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

伝統芸能・太鼓踊り

中山間地・危険な高畦の除草作業

問

問

問
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公営住宅入居条件の
　　連帯保証人は必要か

溝
み ぞ ぐ ち

口　峰
み ね お

男 議員 　
　

外
国
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
を

整
え
る
た
め
の
「
※
共
生
社

会
の
実
現
」
の
施
策
は
、
重

要
で
あ
る
。
外
国
人
の
公
営

住
宅
入
居
に
関
す
る
条
件
等

に
関
し
、
国
か
ら
通
知
が
出

て
お
り
条
例
や
要
綱
等
を
整

備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

  

建
設
課
長  

　

外
国
人
の
入
居
は
、
現
在

ゼ
ロ
人
。
国
か
ら
の
通
達
に

つ
い
て
は
相
談
・
申
込
み
が

あ
っ
た
場
合
に
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
内
規
や
事

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
し

対
応
す
る
。

　
　

入
居
者
募
集
に

は
、
条
件
と
し
て
保

証
人
２
名
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
が
、
国
の
通
達
や
町
の

連
帯
保
証
人
免
除
規
則
か
ら

み
て
必
要
か
。

　
　

共
生
社
会
に
つ
い

て
、
教
育
部
門
で
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

  

教
育
長  

　

７
年
度
、
地
域
に
住
ん
で

い
る
外
国
人
と
地
域
の
方 

小
学
生
と
花
壇
の
花
植
え
を

し
た
り
、
台
湾
の
小
学
５
・

６
年
生
と
交
流
を
深
め
た
り

国
際
理
解
教
育
を
実
施
し

た
。

  

建
設
課
長　

　

規
則
等
を
精
査
し
て
、
改

正
が
い
い
の
か
検
討
す
る
。

　
　

公
営
住
宅
空
き
室

対
策
と
周
辺
の
清
掃

は
行
き
届
い
て
い
る
の
か
。

  

建
設
課
長  

　

２
月
末
で
空
き
室
が
42
戸

あ
り
、
そ
の
内
、
立
て
替
え

計
画
の
住
宅
を
政
策
的
空
き

室
と
し
て
28
あ
る
。
年
３
回

の
募
集
に
増
や
し
て
対
応
し

て
い
る
。
清
掃
に
つ
い
て
は 

入
居
者
に
お
願
い
し
て
い
る

が
、
進
ん
で
い
な
い
所
も
見

ら
れ
る
の
で
、
町
の
方
も
出

向
い
て
話
し
合
っ
て
い
き
た

い
。　
　

　
　

水
道
事
業
の
D
X
化
の
活

用
に
つ
い
て　
　

　
　

　
　

水
道
事
業
は
、様
々

な
課
題
に
直
面
し
て

お
り
運
営
基
盤
の
強
化
、
業

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に

D
X
化
を
活
用
し
、
自
動
検

針
や
漏
水
の
早
期
発
見
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

  

上
下
水
道
課
長  

　

県
内
の
先
進
事
例
の
事
業

成
果
な
ど
を
参
考
に
、
水
道

事
業
経
営
戦
略
が
８
年
度
改

定
の
時
期
を
迎
え
、
D
X

化
の
取
り
組
み
も
盛
り
込
ん

で
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

※
共
生
社
会
と
は

「
外
国
人
及
び
年
齢
・
性
別
・

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず 

全
て
の
方
が
互
い
に
支
え
あ

い
、認
め
合
う
社
会
の
こ
と
」

政策的空き部屋が
27 ある下道団地

台湾の小学生との交流

問問

問

問

問

（19）　令和 8 年　５月発行

一 般 質 問一 般 質 問

2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。



　

令
和
８
年
第
１
回
上
球
磨
消
防
組
合
議
会
定
例

会
が
、
２
月
27
日
午
前
10
時
か
ら
会
期
１
日
で
開

催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
米
本
宗
徳
議
長
（
水
上
村
）
か
ら

辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
辞
職
が
許
可
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
議
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
橋
本
誠
副
議
長
（
あ
さ
ぎ
り
町
）
が

議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
続
い
て
副
議
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
落
合
健
治
議
員
（
多
良
木
町
）
が
副
議
長

に
選
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
の
選
任
で
は
、
倉
本
豊
議
員

（
湯
前
町
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　

令
和
８
年
第
1
回
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
定

例
会
が
、
令
和
８
年
２
月
26
日
午
前 

10
時
か
ら

人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
大
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。

　

球
磨
村
議
会
の
選
挙
に
伴
い
議
長
が
不
在
と

な
っ
て
お
り
、
議
長
が
決
定
す
る
ま
で
、
田
中
哲

副
議
長
（
人
吉
市
）
が
議
長
の
職
を
行
い
、
議
長

選
挙
は
、
指
名
推
薦
で
行
う
こ
と
が
決
定
し
、
各

地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
8
名
の
選
考
委
員
に
よ

り
、
山
口
和
幸
議
員
（
あ
さ
ぎ
り
町
）
が
推
薦
さ

れ
、
全
員
一
致
に
よ
っ
て
議
長
に
当
選
さ
れ
た
。

▶議会だよりについてアンケートをお願いします。

日頃より、町の発展と住みよい地域づくりにご協力いただき、誠にありがとうございま
す。この度、議員との意見交換会を希望する方々の募集を行います。皆様のご意見やご要
望を直接議員にお伝えいただける貴重な機会ですので是非、ご利用ください。
日時：希望日を調整し、決定します。
場所：あさぎり町役場　第二庁舎　２階　議員控室
※その他、ご希望の場所があればご相談ください。
参加人数：3人〜 10人程度（1回あたり）
意見交換会は、ディスカッション形式で行う予定です。

注意事項
�1．�具体的な内容や数字等が必要な質問については  事前にお知らせください。
2．�個人的な内容や誹謗中傷は、受け付けません。
��3．�対応する議員は、2人～ 4人。対応する議員の指名は出来ません。
�4．�申込みが多い場合は、受付順で対応します。

議員との意見交換会を開催します

お申込みはこちらまで

　氏名、連絡先、内容等の必要事項を下記のいずれかの方法で連絡をお願いします。
■電　話
　議会事務局  ４７－０３１２（直通）

■お問い合わせフォーム
　地方自治の未来を創る調査特別委員会

　
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

 

上
球
磨
消
防
組
合
議
会
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12
月
11
日　

【
健
康
推
進
課
、
教
育
課
】

・  

雑
草
繁
茂
の
対
応
、
予
算
措
置
に
つ
い
て

　

防
草
シ
ー
ト
の
有
効
活
用
等
、
設
置
場
所
の
確
認

２
月
26
日　

【
健
康
推
進
課
】

・  

あ
さ
ぎ
り
町
健
幸
運
動
教
室
に
つ
い
て

2
月
2
日

　

令
和
7
年
11
月
20
日
、
商
工
会
よ
り
２
つ
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

１　

あ
さ
ぎ
り
町
商
工
業
振
興
補
助
金
見
直
し
要

望
に
つ
い
て

　

①�

事
業
継
続
・
拡
大
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
一
人
・
社
あ
た
り
1
回
限
り
の
、
制
限

の
見
直
し
に
つ
い
て

　

②�

事
業
承
継
の
事
業
に
関
す
る
、
補
助
対
象
期

間
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
か
ら
の
５
年
間
の
ま
と
め
（
４
６
２

名
）
参
加
者
の
推
移
、
体
力
年
齢
の
変
化
、
心
理

面
の
変
化
の
報
告　

令
和
７
年
度
事
業
経
費

２
，
５
５
１
万
７
千
円
。
令
和
８
年
度
は
熊

本
大
学
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
状
況
の
分
析
を
計
画
。

【
生
活
福
祉
課
】

・  

救
護
施
設
し
ら
が
ね
寮
の
民
間
移
譲
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
は
町
で
運
営
を
行
い
、
今
後
は
指

定
管
理
等
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
民
間

移
譲
を
検
討
。

２　

あ
さ
ぎ
り
町
商
工
会
補
助
金
の
増
額
の
要
望

に
つ
い
て

　

①�

商
工
会
の
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
に
Ｄ
Ｘ

化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

　

②�

商
工
会
館
の
老
朽
化
に
よ
る
施
設
の
維
持
管

理
経
費
の
増
加
に
関
す
る
こ
と

　

商
工
会
か
ら
現
状
等
を
把
握
す
る
た
め
の
質
疑

応
答
を
行
っ
た
。
ま
た
、
町
に
お
け
る
検
討
状
況

等
も
あ
わ
せ
て
確
認
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
商
工
業
振
興
補
助
金
の
こ
れ
ま

で
の
利
用
実
績
等
の
質
問
や
、
商
工
会
補
助
金
の

増
額
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

2
月
18
日

　

前
回
の
委
員
会
で
質
問
が
あ
っ
た
商
工
業
振

興
補
助
金
の
利
用
実
績
に
つ
い
て
、
町
か
ら
過

去
3
年
間
に
お
け
る
補
助
金
の
利
用
申
請
件
数

及
び
実
績
額
を
は
じ
め
、
導
入
・
整
備
機
器
の

内
容
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
商
工
会
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
書

に
つ
い
て
、「
総
務

建
設
経
済
常
任
委

員
会
と
し
て
は
、
採

択
」
と
し
た
。

・  

あ
さ
ぎ
り
町
手
話
言
語
の
理
解
及
び
普
及

並
び
に
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

現
在
町
の
条
例
、
規
則
に
よ
り
既
に
対
応
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。「
手
話
は
言
語
で
あ
る
」

こ
と
の
理
解
と
啓
発
を
、
町

民
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
深

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

あさぎり町商工会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
建
設
経
済
常
任
員
会
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３月８日

　くま川鉄道全線開通に向けて、議員有志

７人等でおかどめ幸福駅駐車場周辺の事前

に耕して肥料をまいていた花壇に、「岡留公

園周辺活性化イベント実行委員会」が育て

たビオラやキンセンカ、ノースポールなど

の花苗 1,000 株を植えた。

２月２４日

　上球磨正副議長会健康づくり交流会およ

び研修会　湯前町のグリーンパレスグラウ

ンドゴルフ場で健康づくり交流会を行った

後、水上村の岩野公民館へ移動し、熊本県

町村議会議長会事務局長の古家 陽介氏を講

師に「町村議会をめぐる昨今の動向」と題し

議員のなり手不足等の研修を行った。

こんなこともやってます！Pick Up!
議員活動

おめでとう
　ございます

１５年表彰
全国町村議会議長会・熊本県町村議会議長会

祝
山口 和幸議員

あさぎり町議会だより　No.86　（22）
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月　　日 行　　事　　名 参　加　者

2
月

2 日 議員懇談会・全員協議会、第 9 回地方自治の未来を創る調査特別委員会
総務建設経済常任委員会 議員

6 日 令和 7 年度球磨郡町村議会議員研修会（錦町） 議員

10 日 郡定例議長会（人吉市） 議長

13 日 幸野溝完成 320 周年記念式典（湯前町）
（株）テクノワールド人吉工場落成祝賀会（人吉市） 議長

14 日 国道 219 号（八代市渡町～坂本橋）並びに坂本橋完成式 他（八代市） 議長

18 日 全員協議会、第 12 回公共施設マネジメント調査特別委員会 議員

20 日 熊本県町村議会議長会第 76 回定期総会（熊本市） 議長

24 日 上球磨正副議長会健康づくり交流会及び研修会（湯前町、水上村） 議員

26 日 厚生文教常任委員会 議員

3
月

2 日 議員懇談会・全員協議会、第 10 回地方自治の未来を創る調査特別委員会
総務建設経済常任委員会 議員

3 日 議会運営委員会 議員

8 日 令和 7 年度あさぎり中学校第 14 回卒業証書授与式 議員

9 日～ 19 日 定例日 議員

9 日 全員協議会、第 11 回地方自治の未来を創る調査特別委員会 議員

19 日 全員協議会 議員

23 日 管内小学校卒業式 議員

24 日 郡定例議長会（人吉市） 議長

26 日 上球磨正副議長会（湯前町） 正副議長

29 日 第 4 回あさぎり GO!! 農 ’ ｓフェスタ（もみじ館） 議長

4
月

1 日 議員懇談会・全員協議会 議員

9 日 管内小学校入学式（午前）、あさぎり中学校入学式（午後） 議員

10 日 令和 7 年度農業委員会等表彰「農林水産大臣賞」受賞祝賀会（春日会館） 議長
総務建設経済常任委員長

12 日 あさぎり町消防団入退団式（須恵文化ホール駐車場） 議長

19 日 第 19 回あさぎり町中部ふるさと会（愛知県） 議長、議員 2 名

22 日 厚生文教常任委員会 議員

23 日 全員協議会 議員

27 日 第 1 回会議
郡定例議長会（人吉市）

議員
議長

２月〜４月活動内容一覧
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4 月 12 日に第 30 回となる「あさぎりマルシェ」を開催しました。
この取り組みは、あまり利用されていないあさぎり駅前の芝生広場を活用し、定期的にマ

ルシェを開催することで、町の賑わいづくりができないかと、町内の有志が集まって始めた
ものです。14 店舗の参加から始まったマルシェも、回を重ねるごとに出店希望者が増え、あ
りがたいことに現在では町内はもとより、遠くは福岡県からもご出店いただき、50 店舗を超
える出店をいただいております。マルシェ当日は小さなお子さまを連れたご家族や、お仲間
同士の方などたくさんのお客様で賑わっています。

マルシェを運営するのは少人数の実行委員会ですが 
出店者の皆様が準備や片づけを手伝っていただけるの
で、とても助かっており、準備や片づけ、定期的な出
店をとおして出店者同士が仲良くなられ、お店同士で
の取引や新しい商品の開発、出店者として定期的にあ
さぎり町を訪れて来られる関係人口の増加といった相
乗効果が出ているところです。

3 年目を迎え、新たな取り組みにもチャレンジしよ
うと、更なるあさぎり駅前の賑わいづくりとして、マ
ルシェ前日に開催するナイトバルのスタートや、岡留
公園、幸福駅売店の夜桜ライトアップといった新たな
観光スポットづくりに出来るところからトライ＆エ
ラーを繰り返しながら取り組んでいるところです。

あさぎりマルシェ、あさぎりナイトバルは、毎月第
２土曜日と日曜日に開催しております。美味しいもの
や、アクセサリー、ワークショップ、マッサージなど
たくさんのお店が皆様のご来場をお待ちしております。
ぜひご来場ください。

豪
雨
災
害
か
ら
約
６
年
、
く
ま
川
鉄

道
が
本
年
９
月
20
日
（
日
）
に
全
線
開

通
し
ま
す
。

人
吉
球
磨
の
線
路
が
、
復
旧
・
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
再
び
繋
が
り

ま
す
。

『
日
本
で
も
っ
と
も
豊
か
な
隠
れ

里
』
と
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
が
、「
街
道

を
ゆ
く
」
で
記
し
て
い
ま
す
。

自
然
豊
か
で
人
情
味
溢
れ
る
人
吉

球
磨
地
域
で
す
。
観
光
振
興
だ
け
で
な

く
、
通
学
・
通
勤
な
ど
地
域
を
支
え
る

重
要
な
交
通
手
段
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
夢
と
希
望
を
運
ぶ
「
く
ま

川
鉄
道
」
の
復
活
、
良
か
っ
た
。　
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ランナーズハイな私

ランナーズハイな私

　このコーナーは町民の皆さまの日頃の活
動状況や議会・町に関する要望等を寄稿し
ていただき、作成しています。議員が依頼
に伺った際は、ご協力をお願いします。

あさぎり駅前の賑わいを願って
あさぎりマルシェ実行委員会　実行委員長　税

さ い き

木　正
ま さ あ き

昭さん

町 の声民
聞かせて

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

発
行
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★お願い★　「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
 　　　　　　議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

※本紙内容の無断複写および SNS 等への投稿、掲載は一切禁止します。


